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9. 地表水のラドン濃度測定のための簡便な濃縮装置の開発と応

用

〔要約〕途上国でも設置可能な濃縮装置により、地表水のラドン濃度を容易に測定することができ、 地
下水の湧出地点の特定などに応用できる。
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［背景・ねらい］
地下水の持続的な利用のためには、かん養から流出までの水の動きを把握する必要がある。地表水のラ

ドン濃度は流出域を特定するのに良い指標 であるが、 その測定のためには濃縮作業が必要であった。こ
の作業は高価な装置が必要で、しかも手間がかかることから、地表水のラドン濃度測定は広く実施され
ていなかった。本研究では、空気循環によって追い出したラドンを冷却したトルエンに溶解させる簡便
な濃縮法を開発する。

［成果の概要•特徴］
1. ラドンは地中のラジウムから供給される放射性のガスで、地下水中の濃度は地表水よりも高い。従っ

て、地下水が地表に湧出すれば、 地表水のラドン濃度の上昇となって現れる。ラドンは、低温のトル
エンに良く溶ける性質をもつので、空気循環によって追い出した試料中のラドンをエタノ ー ルとドラ
イアイスで冷却したトルエンに溶かす装置を開発した。空気の循環時間は 60分である。濃縮後は、 ト
ルエンをガラスバイアルに移し、液体シンチレ ー ションカウンタでラドンとその娘核種の放射線を計
測する（固1)。

2. 開発した装置の有効性を検討するため、あらかじめラドン濃度が 既知の地下水とラドンを含んでいな
い水道水を用いて様々なラドン濃度の試料を作成し、濃縮作業の後、液体シンチレ ー ションカウンタ
で計数率を測定した。計数率とラドン濃度は原点を通る直線に近似され、 計数率に伴う誤差も小さい

ことから、この方法は有効であると判断した（図2)。
3. この濃縮法を用いて コ ンケン周辺の地表水のラドン濃度を測定した。既存の情報によると、コ ンケン

周辺では、 地下水は標高が 180m よりも低い地域に流出すると報告されている。調査の結果、 標高が
180mよりも低い河川や湖沼のラドン濃度が180mよりも高い地域の約3倍の値を示した（図3、 表 1)。

これは、標高の低い河川や湖沼に地下水が湧出していることを示唆し、 調査結果は、水位分布から地
下水流動を予測している既存の情報と一致した。

［成果の活用面・留意点］
1. ラドンの測定には、液体シンチレ ー ションカウンタが必要である。本研究では、重さが約10kgで持

ち運び可能な液体シンチレ ー ションカウンタ (Hidex Triathler) を使用した。

2. 本研究では、 試料水の量をlOLとしたが、今後、 試料水の量を変えることによってより効率的な方
法を開発できる可能性がある。
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図1 提案した濃縮装置の概要
（ポンプの作動時間は60分）
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図3 東北タイでの採水地点（河川、湖沼から採水）
矢印は水の流れる方向を示す
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図2 計数率とラドン濃度の関係(CPM: count 
per minute)計数率に伴う誤差は、
0.32Bq/Lの場合でも約1%

表1 地表水のラドン濃度測定結果

地 点番号 ラドン濃度(Bq/L)
X 10-3

標高が180m -:,;; 高い地点
17 

2 25 
3 26 
4 20 

標高が180mより低い地点
5 77 
6 66 
7 70 
8 57 
， 77 

［その他］
研究課題：途上国における地表水と地下水の複合利用のための調査技術の開発
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